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現在の千鳥橋。正蓮寺川は埋め立て
られ、東側は公園になっている。南
側には阪神電車「千鳥橋」駅＝10
月、大阪市内

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

20
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

医
療
接
遇
研
修
―
患
者
様
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
接

遇
を
め
ざ
し
て

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

日
時　

11
月
11
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
半

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

松
竹
伸
幸
氏
（
か
も
が
わ
出
版
編
集
長
）

会
費　

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

北
朝
鮮
問
題
を
ど
う
見
る
か
―
地
に
足
の
つ
い
た
安

保
・
外
交
政
策
を
考
え
る

政
策
学
習
会

日
時　

11
月
12
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

集
合　

京
阪
本
線
「
中
書
島
」
駅
北
改
札
前

会
費　

１
千
円（
昼
食
代
・
入
館
料
含
む
）　　

定
員　

15
人

秋
の
伏
見
で
酒
蔵
の
あ
る
町
並
み
と
ジ
ビ
エ
料
理
を

楽
し
む

北
河
内
地
区
文
化
企
画

日
時　

 

11
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分
（
雨
天
決

行
）

案
内
人　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）　
　

定
員　

15
人

集
合　

南
海
本
線
「
住
吉
大
社
」
駅
改
札
前

コ
ー
ス　

 

住
吉
公
園
↓
住
吉
川
↓
住
之
江
公
園
↓
加
賀
屋
新

田
会
所
↓
大
和
川
↓
高
砂
神
社
な
ど

解
散　

南
海
本
線
「
住
ノ
江
」
駅
（
４
時
30
分
頃
）

会
費　

 

無
料 

※
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
。
実
費
負
担

（
５
千
円
程
度
）。

古
地
図
で
辿
る
大
阪
―
古
代
は
海
で
あ
っ
た
住
之
江

区
を
訪
ね
る

大
阪
市
南
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

11
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

 

大
野
貴
志
氏
（
吹
田
市
開
業
）、
春
藤
竜
也
氏
（
㈱

ジ
ャ
パ
ン
デ
ン
タ
ル
）、
協
会
事
務
局

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

そ
の
開
業
費
用
、
元
が
と
れ
ま
す
か
？
―
開
業
資
金

の
有
効
な
使
い
方
、
誰
得
？
コ
ス
パ
を
考
え
る

勤
務
医
対
象
「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

11
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

西
側
充
宏
氏
（
豊
中
市
・
西
側
こ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

認
知
症
の
診
断
と
患
者
・
そ
の
家
族
へ
の
対
応

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

費
用
削
減
を
第
一
に
、
品

格
、
見
識
、
先
見
性
を
切
り

捨
て
、
す
べ
て
の
分
野
で
フ

リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
記

事
を
外
注
。
体
制
権
威
に
対

す
る
批
判
力
は
衰
え
、
体
制

と
馴
れ
合
い
に
な
り
か
ね
な

い
危
機
が
あ
る
。

　

紙
や
活
字
が
電
子
メ
デ
ィ

ア
に
押
さ
れ
る
今
日
、
本
紙

の
担
う
べ
き
役
割
は
大
き

い
。
本
紙
は
、
社
会
正
義
と

責
任
を
負
わ
さ
れ
た
医
療
人

集
団
・
保
険
医
協
会
の
機
関

紙
で
あ
る
。
協
会
行
事
の
報

道
や
、
会
員
の
紹
介
、
娯
楽

も
提
供
す
る
が
、
当
初
か
ら

情
報
寡
占
す
る
マ
ス
コ
ミ
に

対
抗
す
る
意
図
が
濃
厚
だ
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
が
ず
っ
こ
け

状
態
に
あ
り
、
氾
濫
す
る
情

報
の
取
捨
選
択
が
迫
ら
れ
る

現
在
、
本
紙
は
現
場
で
活
躍

す
る
会
員
が
見
識
あ
る
情
報

発
信
を
行
う
メ
デ
ィ
ア
で
あ

り
続
け
て
欲
し
い
。

及
さ
せ
た
り
、
不
倫
を
追
い

か
け
た
り
と
メ
デ
ィ
ア
本
来

の
役
割
を
見
失
っ
て
い
る
。

　

紙
メ
デ
ィ
ア
の
衰
退
が
叫

ば
れ
て
久
し
い
。
こ
の
10
年

で
電
子
書
籍
の
売
り
上
げ
は

飛
躍
的
に
伸
び
、
そ
の
一
方

で
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
売
り

上
げ
は
低
下
の
一
途
を
辿
っ

て
い
る
。

　

紙
メ
デ
ィ
ア
の
衰
退
は
世

界
的
傾
向
で
、
日
本
よ
り
ア

メ
リ
カ
の
ほ
う
が
著
し
い
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
恐
れ
も
せ
ず

「
フ
ェ
イ
ク
メ
デ
ィ
ア
」
な

ど
と
暴
言
を
吐
い
て
い
る
。

財
政
的
に
瀕
死
の
状
態
の
新

聞
も
少
な
く
な
い
。
恥
ず
か

し
げ
も
な
く
政
府
に
援
助
を

求
め
る
声
さ
え
あ
る
。
日
本

の
紙
メ
デ
ィ
ア
は
、
生
き
残

を
使
用
し
た
小
臼
歯
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠（
一
部
大
臼
歯
）

が
保
険
適
用
と
な
り
、
臨
床

で
の
使
用
頻
度
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

保
険
適
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
に
対
す
る
正
し
い
知
識
が

不
足
し
て
い
る
た
め
か
、
脱

離
や
破
折
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
使
用
さ
れ
る

メ
タ
ル
フ
リ
ー
補
綴
用
材
料

と
そ
の
特
徴
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
に
適
し
た
症
例
選

択
、
形
成
や
接
着
法
、
さ
ら

に
保
険
適
用
と
な
っ
た
メ
タ

ル
フ
リ
ー
補
綴
に
最
適
な
フ

ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

も
解
説
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

れ
た
。
さ
ら
に
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
と
し
て
は
極
め
て
高
い

強
度
と
靭
性
を
も
ち
大
臼
歯

の
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
に

応
用
で
き
る
ジ
ル
コ
ニ
ア
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス

テ
ム
の
進
歩
の
賜
物
で
あ

る
。
ま
た
、
単
体
で
ク
ラ
ウ

ン
に
使
用
で
き
る
高
強
度
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
用
レ
ジ
ン

が
開
発
さ
れ
、
メ
タ
ル
フ
リ

ー
補
綴
の
適
用
範
囲
や
生
産

性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。

　

と
く
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
用
高
強
度
レ
ジ
ン
は
、
歯

冠
色
と
ガ
ラ
ス
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
に
匹
敵
す
る
強
度
を
合
わ

せ
持
つ
優
れ
た
材
料
で
あ

る
。
数
年
前
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
レ
ジ
ン

て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は

歯
科
用
金
属
材
料
の
価
格
が

高
騰
し
、
金
属
に
代
わ
る
材

料
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
代
の
要
求
に
応

え
る
も
の
が
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
や
レ
ジ
ン
だ
け
で
な
く
ク

ラ
ウ
ン
や
ブ
リ
ッ
ジ
を
製
作

す
る
メ
タ
ル
フ
リ
ー
補
綴
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
は
、
天
然
歯
に
近
い

色
調
や
透
過
性
を
再
現
で
き

る
半
面
、
煩
雑
で
長
時
間
を

要
す
る
技
工
操
作
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
一
方
、
歯
冠
色

の
レ
ジ
ン
は
補
綴
分
野
で
は

主
に
金
属
フ
レ
ー
ム
の
前
装

材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
単

体
で
臼
歯
部
に
使
用
す
る
に

は
強
度
不
足
で
あ
る
こ
と
が

否
定
で
き
な
か
っ
た
。

　

21
世
紀
に
な
り
、
歯
科
の

分
野
で
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

シ
ス
テ
ム
が
応
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

の
加
工
が
大
幅
に
省
力
化
さ

　

患
者
の
審
美
性
に
対
す
る

要
求
が
高
ま
り
、
単
に
機
能

を
回
復
す
る
だ
け
で
な
く
、

天
然
歯
に
近
い
審
美
性
を
も

つ
補
綴
処
置
が
必
要
に
な
っ

り
を
か
け
た
戦
略
か
、
あ
る

い
は
開
き
直
り
か
、
女
子
高

生
の
仲
間
用
語
を
一
般
に
普

見識ある情報届ける新聞
篠部正夫（西淀川区）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

第７回　千鳥橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

交
通
発
展
の
歴
史
た
ど
る

日
時　

11
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

申
込　

協
会
事
務
局
（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）

11月度生涯研修講座抄録

CAD／CAMとメタルフリー補綴
中村　隆志（大阪大学大学院歯学研究科歯科補綴学准教授）

　

阪
神
な
ん
ば
線
に
千
鳥
橋

駅
が
あ
る
。
大
正
13
（
１
９

２
４
）
年
８
月
に
阪
神
伝
法

線
が
延
伸
さ
れ
て
で
き
た
終

着
駅
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

前
、
大
正
10
年
に
は
市
電
も

通
っ
て
い
る
。
昭
和
39
（
１

９
６
４
）
年
に
阪
神
伝
法
線

は
西
九
条
ま
で
延
伸
さ
れ
、

西
大
阪
線
と
な
っ
た
。
そ
の

間
、
約
40
年
終
着
駅
で
あ
っ

た
。
現
在
で
は
、
近
鉄
難
波

駅
と
つ
な
が
り
、
相
互
乗
り

入
れ
し
て
い
る
。

　

千
鳥
橋
駅
の
北
側
を
流
れ

て
い
た
正
蓮
寺
川
に
架
か
る

橋
が
千
鳥
橋
で
あ
る
。
正
蓮

寺
川
は
淀
川
（
中
津
川
）
の

末
流
で
、
こ
の
あ
た
り
で
は

流
れ
は
複
雑
に
交
錯
し
て
い

た
。
南
に
は
六
軒
家
川
、
北

に
は
伝
法
川
が
流
れ
て
い

る
。
逆
川
（
さ
か
さ
ま
か

わ
）
を
通
れ
ば
、
船
で
安
治

川
方
面
に
も
出
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
れ
ら
の
川
に
橋
が
架
け

ら
れ
た
の
は
、
幕
末
の
文
久

３
（
１
８
６
３
）
年
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
大
坂
湾
岸
は

異
国
船
警
備
の
た
め
諸
大
名

が
分
担
し
て
い
た
。
こ
の
あ

た
り
は
備
前
岡
山
藩
（
池
田

家
）
の
分
担
で
あ
っ
た
。
岡

山
藩
は
、
移
動
に
便
利
な
よ

う
に
大
坂
と
尼
崎
を
結
ぶ
街

道
筋
に
沿
っ
て
橋
を
か
け
た

の
で
あ
る
。
六
軒
家
川
の
朝

日
橋
、
正
蓮
寺
川
の
森
巣

橋
、
伝
法
川
の
備
前
橋
な
ど

で
あ
る
。
千
鳥
橋
が
い
つ
架

け
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
森
巣
橋
の
隣
の
橋
な

の
で
橋
名
は
森
巣
橋
に
因
ん

で
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
鳥
が
多
く
集
ま
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

正
蓮
寺
川
の
名
の
由
来

は
、
川
沿
い
の
伝
法
村
の
正

蓮
寺
で
あ
る
。「
川
施
餓
鬼

駅
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が

あ
る
。

　

正
蓮
寺
川
も
伝
法
川
も
、

新
淀
川
が
開
削
さ
れ
て
か
ら

は
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
。
正
蓮
寺
川
も
近
年

阪
神
高
速
淀
川
左
岸
線
と
な

り
地
上
は
公
園
と
な
っ
た

が
、
ま
だ
橋
は
残
っ
て
い

る
。
伝
法
川
も
戦
後
埋
め
立

て
ら
れ
た
。
阪
神
な
ん
ば
線

は
伝
法
駅
の
南
側
で
鉄
橋
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
こ
が
伝
法
川
の
跡
で

あ
る
。
川
や
橋
の
名
残
り
を

た
ど
っ
て
歩
い
て
み
る
の
も

一
興
で
あ
る
。

（
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員

 
・
八
木
滋
）

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
初

め
ま
で
は
新
田
で
あ
っ
た

が
、
明
治
の
中
ご
ろ
以
降
は

工
場
地
帯
と
な
っ
た
。
多
く

の
労
働
者
が
こ
の
界
隈
で
働

き
、
暮
ら
し
、
鉄
道
も
利
用

し
て
い
た
。
現
在
で
は
通
過

駅
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

（
か
わ
せ
が
き
）」（
大
阪
市

指
定
文
化
財
）
で
有
名
な
寺

院
で
あ
る
。
川
施
餓
鬼
は
、

川
辺
で
死
者
を
弔
う
も
の

で
、
川
辺
や
船
か
ら
経
木
や

供
物
を
流
す
。
伝
法
も
江
戸

時
代
以
前
か
ら
港
と
し
て
栄

え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。


